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当
所
に
お
き
ま
し
て
は
、は
ち
の
へ

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
中
心

街
活
性
化
・
観
光
振
興
・
取
引
拡
大

を
積
極
的
に
推
進
す
る
ほ
か
、新
た
な

経
営
発
達
支
援
計
画
を
策
定
し
、会
員

企
業
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
支
援

に
努
め
て
参
り
ま
す
。ま
た
、本
年
１
月

に
は
、組
織
運
営
委
員
会
を
発
足
し
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
課
題
解
決
、会
員

増
加
、会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、

商
工
会
議
所
活
動
の
活
発
化
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　

迎
え
た
新
年
に
お
き
ま
し
て
も
、

会
員
事
業
所
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
、

行
政
・
高
等
教
育
機
関
・
金
融
機
関

な
ど
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、地
域
唯
一の
総
合
経
済
団
体

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、会
員
の
皆
様
の
今
年

一
年
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
青
森
県
東
方
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た

会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
地
震
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
の
建
物
や
設
備
、交
通
イ
ン
フ
ラ

等
に
被
害
が
生
じ
、住
民
生
活
お
よ
び

地
域
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。当
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

被
災
さ
れ
た
事
業
所
の
皆
様
の
早
期

再
建
と
地
域
経
済
の
安
定
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
内
経
済
は
、日
経
平
均
株
価
が
最
高

値
を
更
新
す
る
な
ど
国
内
経
済
は
堅
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。八
戸
地
域
の
動

き
に
目
を
向
け
ま
す
と
、ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ

八
戸
が
悲
願
の
J
2
昇
格
を
果
た
し
た

ほ
か
、本
年
は
、第
８０
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
明
る
い
話
題
で
地
域

に
活
気
が
溢
れ
、経
済
的
に
も
そ
の
効
果

が
波
及
す
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます
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﹁
変
革
﹂ 

と ﹁
価
値
共
創
﹂

成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が
明
確
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
成
長
戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、

民
間
の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実

行
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、私
ど
も

の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
に
～﹁
変
革
﹂ 

と ﹁
価
値
共
創
﹂

　
わ
が
国
の
経
済
は
、成
長
型
経
済
へ
の

移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、企
業
数
の 

9
9
．7
％
、雇
用
の

約
７
割（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）

を
占
め
る
中
小
企
業
は
、円
安・原
油
高

に
伴
う
原
材
料・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど

の
高
騰
、人
手
不
足
や
労
務
費
の
増
加
、

さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、個
々
の
企
業
が

自
己
変
革
を
果
た
し
、変
化
す
る
外
部
環
境

に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、絶
え
ず「
変
革
」に

挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。同
時
に
、

不
確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、多
様
な

主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、新
た

な
価
値
を
共
に
創
り
、共
に
分
か
ち
合
う

「
価
値
共
創
」の
発
想
こ
そ
が
、こ
れ
か
ら

の
日
本
経
済
を
支
え
る
基
盤
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

﹁
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の

再
出
発
﹂に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、私
は
今
期
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て「
変
革
と
価
値
共
創

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
6
年
の
新
春
を
迎
え
、謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ

　
さ
て
、昨
年
の
世
界
情
勢
は
、ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地
政
学

リ
ス
ク
に
加
え
、関
税・輸
出
管
理・産
業
補

助・投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、

通
商
環
境
の
再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、不
確

実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、日
本
経
済

は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け
た
兆
し

が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、依
然

と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、

実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が
最
大
の
課

題
で
す
。長
年
に
わ
た
り
染
み
つ
い
た

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、成
長
の
果
実

を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ
る

こ
と
こ
そ
、日
本
経
済
の「
再
出
発
」に
向

け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、国
政
に
お
い
て
は
、憲
政

史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高
市
総
理

が
誕
生
し
、就
任
直
後
か
ら
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会
談

を
精
力
的
に
行
い
、首
脳
間
の
信
頼
醸
成

に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る

「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」に
お
き
ま
し
て
も
、

Ａ
Ｉ・半
導
体
、造
船
、量
子
な
ど
17
の
戦
略

分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、人
的
資
本
の
強

化
、労
働
市
場
改
革
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、将
来
の

に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」を
掲
げ
ま

し
た
。こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、以
下
の

３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当
所
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
１
点
目
は「
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向

け
た
環
境
整
備
」で
す
。成
長
型
経
済
を

実
現
す
る
に
は
、コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン

フ
レ
か
ら
、需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド

プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、賃
金
と

投
資
の
好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、適
切
な
価
格

転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、賃
上
げ

原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙

げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で
す
。加
え
て
、

経
済
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
両
立
、過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た

金
融
政
策
、人
手
不
足
へ
の
対
応
、持
続

可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
つ
き
ま
し
て
も
、引
き
続
き
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
２
点
目
は「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の『
稼
ぐ
力
』

の
強
化
」で
す
。成
長
型
経
済
の
実
現
に
は
、

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値

と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、

新
分
野
進
出
、Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
の
推
進
、知
的

財
産
の
創
造・保
護・活
用
、海
外
展
開
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の

挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、よ
り

強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
３
点
目
は「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に

よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」で
す
。持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、地
域
に
新
た
な

投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
税
財
政
支
援
、地
域
の
産
業
を
担
う
人
材

の
確
保・育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活
動

テ
ー
マ
で
あ
り
、当
所
は
も
と
よ
り
、各
地

商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

﹁
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
﹂の
発
展

　
私
は「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」と
い
う

信
念
の
下
、会
頭
就
任
以
来
、全
国
各
地

を
訪
問
し
、地
域
や
事
業
者
の
生
の
声
を

伺
い
、各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は「
現
場
主
義・双
方
向
主
義
」を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、現
場
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
い
な
が
ら
、中
小
企
業
と
地
域
の

活
性
化
、日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に

向
け
て
、皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
多
大
な
る

ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

変革と価値共創による
日本経済の再出発

年 頭 所 感

日本商工会議所
会  頭  小 林  健

昨年の12月８日発生の地震により、
被害を受けられた皆様に、

心よりお見舞い申し上げます。

被災された皆様の安全と、一日も早い
事業の復旧、そして地域の再生を役職員
一同、心よりお祈り申し上げます。

皆様の事業再建に向け、
微力ながらも支援させていただきますので、

遠慮なくお申し付けください。
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「令和７年青森県東方沖を震源とする地震に伴う災害」に関する支援情報「令和７年青森県東方沖を震源とする地震に伴う災害」に関する支援情報

事業者向けの被害届出証明書

八戸市へ緊急要望を行いました。

　八戸市では、災害などで“事業用の資産”に被害があったとき、その被害について届け出があったことを
証明する「被害届出証明書」 を発行しています。※災害ゴミ処分手数料の減免措置を受けるためにはこの証明書が必要です
【お問い合わせ先】 八戸市 商工労働まちづくり部商工課　TEL：0178-43-9242
また、事業用であっても、以下に該当する場合は申請窓口が異なりますので、ご注意ください。

青森県経営安定化サポート資金特別保証融資制度【災害枠】について
　県では、経営安定化サポート資金の「災害枠」に「令和7年青森県東方沖を震源とする地震による災害」を指定し、同災害の
影響により事業活動に支障が生じている県内中小企業者の資金繰りを支援しています。
　また、県が５０％、市が５０％を補助することにより、八戸市内の中小企業者は信用保証料に係る費用負担なしで利用できます。

災害復旧貸付について
地震、台風、豪雪や大規模な火災などの災害を受けた中小企業者の事業の復旧を促進し、被災地域の復興を支援します。
【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫八戸支店　TEL：0570-003753

八戸市

日本政策金融公庫

青森県・八戸市

　
当
所
･
武
輪
俊
彦
会
頭
と
八
戸
港

振
興
協
会
･
澤
藤
孝
之
会
長
は
、12
月

17
日
、熊
谷
雄
一
八
戸
市
長
を
訪
ね
、

「
青
森
県
東
方
沖
地
震
へ
の
対
応
に

関
す
る
緊
急
要
望
」を
行
い
ま
し
た
。

　
武
輪
会
頭
は「
ま
ち
の
賑
わ
い
の
火
を

消
さ
な
い
よ
う
に
積
極
的
な
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
」、 

広
瀬
副
会
頭
は

「
被
災
し
た
設
備
の
修
繕
等
に
対
す
る

補
助
制
度
な
ど
の
支
援
を
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
」、 

澤
藤
会
長
は「
八
戸
港
が

一
日
も
早
く
安
全
な
作
業
が
で
き
る

よ
う
復
旧
を
お
願
い
し
た
い
」と
要
望

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、熊
谷
市
長
は「
国
と
も

連
携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
き
た
い
」と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

要
望
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
． 被
災
事
業
所
の
早
期
再
建
に 

 

対
す
る
支
援

建
物
・
設
備
・
商
品
等
の
早
期
復
旧
に

資
す
る
補
助
制
度
の
創
設
、事
業
の
早
期

再
建
に
資
す
る
金
融
及
び
税
制
支
援

２
． 産
業
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧

道
路
、鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早
期

復
旧
、八
戸
港
の
機
能
回
復

３
． 経
営
安
定
化
に
向
け
た
支
援

休
業
に
よ
る
営
業
損
失
に
対
す
る
支
援
、

休
業
中
の
雇
用
維
持
に
対
す
る
支
援
、

飲
食
・
小
売
・サ
ー
ビ
ス
の
売
上
回
復
へ

の
支
援
と
前
向
き
な
情
報
発
信
、観
光・

帰
省
等
の
自
粛
や
風
評
被
害
を
防
止

す
る
積
極
的
な
情
報
発
信

2025年12月8日に起きた地震に関する支援について

● 農産被害（ビニールハウス等）は、農業経営振興センター　TEL：0178-27-9163
● 林産・畜産被害（畜舎等）は、農林畜産課　TEL：0178-43-9254
● 水産被害（漁船等）は、水産事務所　TEL：0178-33-2115

【制度についてのお問い合わせ先】 青森県　経済産業部 経済産業政策課 中小企業金融グループ
 TEL：017-734-9368　 FAX：017-734-8106
【融資の相談・お申し込み先】 青森県内・八戸市内に本支店を有する金融機関へ

08



社
会
式
株
産
水
輪
武

輪
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彦
俊
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取
締
役
会
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金
用
信
森
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子
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士
政

八
戸
市
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八
日
町
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八
番
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輝
恒
人
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士
理
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所
務
事
計
会
営
経
戸
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西
 

生
弥

瀬
広

 

明
知

剛
金
社
会
式
株

保
久
大

 

郎
一
圭

道
中

 

也
寿

社
支
戸
八
社
会
式
株
送
放
日
朝
森
青

谷
浜

 

幸
英

家
類

 

一
伸

はちのへ商工ニュース 2026年 新年特別企画

新春誌上
名刺交換

＜ 広告掲載ページ >

P9 / P10 / P11 / P14 / P15 / P16 / P17 / P18

謹んで新春のお慶びを申し上げます
八戸商工会議所会報「はちのへ商工ニュース」をご愛読いただきありがとうございます。

会員の皆さまへ新春のご挨拶として、
新たなビジネス創造のきっかけづくりとしてお役立てください。
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謹 ん で 新 春 の お 慶 び を 申 し 上 げ ま す謹 ん で 新 春 の お 慶 び を 申 し 上 げ ま す
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公共工事等の継続的確保並びに地元産業への
優先発注の促進

5.

物品調達・役務の提供等における地元企業の
積極的な活用

6.

八戸港活性化策の推進と国際拠点港湾への指定7.
国道340号三日町・十三日町区間の早期再整備8.

地元企業の経営課題解決に向けた支援の継続・強化1.
中小企業の人手不足に伴う雇用対策の強化2.

3. 起業・創業に対する支援の強化
事業承継に係る支援体制の構築と補助金の創設4.

最重点要望

重点要望

・ 地域経済の好循環実現に向けた販路拡大・海外展開支援の継続・強化
・ 「物流の2024年問題」への支援
・ 公共工事における働き方改革の推進
・ 中小企業のデジタル化・ＤＸに対する支援
・ 八戸北インター第２工業団地の着実な整備促進と地元企業の優先活用
・ 八戸港水揚げ増加に向けた取組の推進

■中小企業振興・景気対策等

・ 中心市街地活性化に係る支援
・ 中心市街地における歩行環境の整備促進
・ 観光振興に対する支援
・ 三陸復興国立公園の観光客受入環境の整備
・ 八戸三社大祭の運行に係る道路環境の整備

■まちづくり・観光振興

・ ＳＤＧｓに基づく海洋ごみ回収事業の継続
・ 空き家の利活用に資する対策の推進

■社会課題等

　及び本八戸駅通線のコミュニティ道路の整

・ 三陸沿岸道路の更なる整備・機能強化
・ 八戸港アクセス道路の開通に向けた整備計画の作成
・ 「八戸～青森間」における高規格道路網の整備・機能強化
・ 都市計画道路白銀市川環状線（３・３・８号）の全線早期完成
・ 都市計画道路沼館三日町線（３・５・１号）の早期完成

■都市基盤整備

再チェック

令和８年度
回答書全文

昨年10月3日に八戸商工会議所から八戸市へ提出した

令和8年度 八戸市に対する要望事項

　12月19日、熊谷市長、佐々木・石田両副市長を
はじめ、担当部長が来所され、熊谷市長から武輪
会頭へ回答書が手渡されたほか、当所が令和８年
度の要望として提出していた最重点要望８項目
と重点要望18項目への回答についてご説明頂き
ました。
　当所から最重点で要望した新規項目については、
熊谷市長から説明がありました。熊谷市長は「事業
継承に係る支援体制の構築と補助金の創設」に
ついて、「後継者の育成期間を考慮すると５～10年
程度の準備期間が必要とされ、経営者の高齢化が
進展する中、早期かつ計画的な事業承継を促進
することが喫緊の課題である。情報発信や、関係
機関との連携による事業承継ノウハウの構築等に
積極的に携わることで、より幅広い事業者の現状を
把握できると考えることから、支援体制の在り方に
ついて、ニーズや必要性を調査し、より効果的な体
制を構築できるように努めたい」と回答しました。

の事業者の事業承継を促進するためのマッチング
に取り組んでみてはどうか」「不動産の相続登記
が義務化されているが、空き家を処分しようとする
方への支援があってもよいのでは」との意見が
出された。地震の影響については、「津波や後発
地震の注意報に対する対応を改めて検討いただき
たい」「飲食店では地震の影響で忘年会のみならず
新年会の予約キャンセルも発生し、その影響が
長期化すると予想している」等の意見があがりま
した。熊谷市長は「震災の対応については、前向き
に対応して参りますので、一緒になって取り組んで
参りましょう」とお話しいただきました。
　最後に、武輪会頭は「まずは地震以前の状態に
復旧させることが優先となるが、今回の要望も踏
まえて、当市経済発展のためご対応いただきたい」
と述べ、閉会となりました。

　また、「国道340号三日町・十三日町区間の早期
再整備」については、「令和６年７月には、勉強会で
の意見や実証試験の結果を踏まえ、再整備の方向性
を示す「八戸市中心街ストリートデザインビジョン」
を策定したところ。今後も県との連携を一層緊密
にしながら、令和８年度中を目途に、多様な関係者
が歩み寄ることのできる「街路再整備方針」を策定
することで、県による事業化へと着実に繋げたい」
と述べる等、対策や支援の必要性について前向き
な回答がありました。

　最重点要望のうち継続で要望している内容や重
点要望事項については、各担当部長から、これまで
の実績や現在取り組んでいる施策等に触れ、八戸
市の今後の取り組みについて説明がありました。
　意見交換では、武輪会頭は「公共工事・物品
調達は地元企業に発注いただいたほうが地域内で
の経済効果が高まるため引き続き優先発注をお願
いしたい」と発言したほか、副会頭からは「廃業予定
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当
所
要
望
に
対
す
る
八
戸
市
の
回
答

八
戸
商
工
会
議
所
が
提
出
し
た
令
和
8
年
度
要
望
書
に
対
し
て
八
戸
市
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

TRENDs
HCCI 2026

地域経済動向を読む

　12月19日、熊谷市長、佐々木・石田両副市長を
はじめ、担当部長が来所され、熊谷市長から武輪
会頭へ回答書が手渡されたほか、当所が令和８年
度の要望として提出していた最重点要望８項目
と重点要望18項目への回答についてご説明いた
だきました。
　当所から最重点で要望した新規項目については、
熊谷市長から説明がありました。熊谷市長は「事業
継承に係る支援体制の構築と補助金の創設」に
ついて、「後継者の育成期間を考慮すると５～10年
程度の準備期間が必要とされ、経営者の高齢化が
進展する中、早期かつ計画的な事業承継を促進
することが喫緊の課題である。情報発信や、関係
機関との連携による事業承継ノウハウの構築等に
積極的に携わることで、より幅広い事業者の現状を
把握できると考えることから、支援体制の在り方に
ついて、ニーズや必要性を調査し、より効果的な体
制を構築できるように努めたい」と回答しました。

の事業者の事業承継を促進するためのマッチング
に取り組んでみてはどうか」「不動産の相続登記
が義務化されているが、空き家を処分しようとする
方への支援があってもよいのでは」との意見が
出された。地震の影響については、「津波や後発
地震の注意報に対する対応を改めて検討いただき
たい」「飲食店では地震の影響で忘年会のみならず
新年会の予約キャンセルも発生し、その影響が
長期化すると予想している」等の意見があがりま
した。熊谷市長は「震災の対応については、前向き
に対応して参りますので、一緒になって取り組んで
参りましょう」とお話しいただきました。
　最後に、武輪会頭は「まずは地震以前の状態に
復旧させることが優先となるが、今回の要望も踏
まえて、当市経済発展のためご対応いただきたい」
と述べ、閉会となりました。

　また、「国道340号三日町・十三日町区間の早期
再整備」については、「令和６年７月には、勉強会で
の意見や実証試験の結果を踏まえ、再整備の方向性
を示す「八戸市中心街ストリートデザインビジョン」
を策定したところ。今後も県との連携を一層緊密
にしながら、令和８年度中を目途に、多様な関係者
が歩み寄ることのできる「街路再整備方針」を策定
することで、県による事業化へと着実に繋げたい」
と述べる等、対策や支援の必要性について前向き
な回答がありました。

　最重点要望のうち継続で要望している内容や重
点要望事項については、各担当部長から、これまで
の実績や現在取り組んでいる施策等に触れ、八戸
市の今後の取り組みについて説明がありました。
　意見交換では、武輪会頭は「公共工事・物品
調達は地元企業に発注いただいたほうが地域内で
の経済効果が高まるため引き続き優先発注をお願
いしたい」と発言したほか、副会頭からは「廃業予定
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委員会やいろんな事業に参加して、
活動の場を広げよう！
その先には、きっと素敵な仲間と
わくわくが待っています！

共にワクワクする
新時代へ－。

申し込みは
コチラから！

ＹＥＧ会員募集中！

　12月6日（土）、青森県YEGの事業として「AOMORI県連DAY in 八戸」が
開催されました。県内７単会のYEGメンバーが集い、学びと交流を深め
ました。午前は蕪島神社を参拝し、続いて八戸酒造を見学。八戸の歴
史や地域に根ざしたものづくりの魅力を共有しました。午後は八戸
商工会館にて合同委員会・役員会を開催。日本YEG事業では、日本
商工会議所青年部 小野知一郎会長も来八し、「地域の永続的繁栄」を
テーマに講話とグループワークが行われ、有意義な一日となりました。

　11月28日（金）、愛知県岡崎市で開催された「第43回 全国リー
ダーズ研修会 愛知岡崎大会」に参加しました。岡崎市は、徳川家康公
生誕の地として知られています。「Create the Next ―自ら、仲間から、
地域から―」をテーマに、激動の時代に求められるリーダーの資質
について学びました。特に、家康公の洞察力に基づく行動哲学が印象
的でした。スタートアップ研修では、地域課題をビジネスに結びつ
ける実例から、八戸にも応用可能な視点を得る機会となりました。

　11月19日（水）、商工会館にて合同委員会が開催されました。冒頭、
岡本会長より本年度の活動を振り返り、YEG活動の意義や組織
として目指す方向性が共有されました。各委員会からは、視察で
得た知見や他単会の事例を踏まえた事業報告が行われました。
　インフォメーションタイムでは、「2025八戸クリスマスマーケット」
の開催について説明がありました。会議後の懇親会では、会員同士
の交流が深まり、今後の活動に向け結束を強める機会となりました。

　12月16日（火）、グランドサンピア八戸にて、キズナ活性化委員会
担当による12月定例会を開催しました。勉強会では「人が集まる
組織づくり」をテーマに、八戸学院野辺地西高等学校サッカー部
監督の三上晃氏を講師に迎え、結果を成長につなげる考え方や、
PDCAサイクルによる挑戦を恐れない組織づくりについて学びま
した。終了後の懇親会では、来賓や講師を交えた交流が行われ、
今後のYEG活動につながる有意義な時間となりました。

青森県連DAY開催報告

青森県連DAY in 八戸開催

全国リーダーズ研修会参加報告

全国リーダーズ研修会 愛知岡崎会議参加

合同委員会開催報告

11月合同委員会開催

定例会開催報告

12月定例会開催

2026/1
vol.09

八戸商工会議所
青年部
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　12月18日、外国人材活用セミナー「中小企業の未来を拓く
外国人材戦略」を開催し、約50名が参加しました。
　講演では、国立社会保障・人口問題研究所　国際関係部
部長　是川夕氏を講師にお迎えし、「外国人材と地域社会の
持続可能性」をテーマに日本の今後の人口動態と国際人口
移動、2027年1月から施行される育成就労制度を中心に
お話しいただきました。パネルディスカッションでは「外国人材
のリアルな声と採用企業側の本音」をテーマに （株）エコ
ブリッジの中里社長、ぜんぎょれん八戸食品（株）の石川社長、
実際に北日本造船（株）で働くアルフィアノさん、サハトさんが
パネリストとして登壇。外国人材を採用する事業者からは外国
人材の採用・定着にむけた施策や工夫・課題などを、また、実際
に働いている外国人材からは仕事の内容や八戸での暮らしなど
多方面にお話を伺いました。参加者からは「現場の声が聞けて
とても参考になった」など実際に働いている外国人材から話を
聞くことができたことへの満足の声が寄せられました。

セミナー開催報告

外国人材活用セミナーを開催

R�����

適正取引講習会のお知らせ

I����������I����������

　多くの自衛隊員の定年は56歳と若いこともあり、自衛隊青森地方協力本部 
八戸地区援護センターでは、退職予定自衛隊員の再就職支援を実施しており
ます。『八戸商工ニュース』では、今後も退職予定自衛隊員の情報提供を行って
参りますので、会員企業の皆様の人材確保に、是非、ご活用下さい。

求人情報

＜制度の紹介＞ ＜退職予定自衛官情報＞

●お問い合わせ
 ［ 下 請 法 講 習 会 ］ 適正取引講習会事務局　 TEL.03-6820-0670
  E-mail： tekitori.koushuukai@epigram.tokyo
 ［価格交渉講習会］ 価格交渉講習会事務局　 TEL.03-6427-9165
  E-mail： info@kakakukoushou.com

自衛隊退職予定者の求人情報

●お問い合わせ
 防衛省 自衛隊青森地方協力本部 八戸地区援護センター
 TEL.0178-28-3111 （内線 3385）

　中小企業庁では、原材料価格やエネルギーコスト、労務費の上昇分を中小
企業・小規模事業者等が適正に価格転嫁できるように様々な取り組みを推進
しており、その１つとして、無料の講習会「適正取引講習会」を通年で開催して
おります。経営環境が厳しさを増す中で、適正な取引環境を実現するための
中小受託取引適正化法（下請法）の知識や、発注側企業との価格交渉のノウ
ハウなど、基礎から実践まで学ぶことができます。

・令和7年5月16日に成立し、令和
 ８年１月に施工させる法改正の 
 ポイントを重点的に説明するライ
 ブ配信型講習。
・ビジネスシーン
 に精通した弁護
 士が解説、直接質
 問も可能。

無料の「適正取引講習会」を
開催してみませんか？

重要なポイントを学ぶリアル講習会やライブ配信講習と、より細かい内容まで
網羅的に学ぶ収録配信講習など様々な受講スタイルを提供しております。
中小受託取引適正化法
（下請法）講習会

・全国47都道府県でリアル講習会
 を開催！
・基礎知識を学ぶ講座や、成功事例
 から実践的に学
 ぶ講座、様々な特
 別講座もご用意。

価格交渉講習会
・リアル講習会やオンライン講習会
 で扱いきれない細かい内容まで
 網羅的に講座展開。
・好きなタイミング
 で、必要な情報に
 フォーカスして学
 ぶことが可能な
 収録配信講習。

適正取引講習会
eラーニング
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八戸鉄工連合会労働災害防止対策協議会
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　八戸珠算連盟は、12月２日に八戸商工会館で「暗算検定1級満点合格」、
「2025年全国あんざんコンクール100位入賞者」の表彰式を開催しました。
　丸谷会長から賞状と楯が贈呈されました。入賞者は次の通りです。
【 暗算検定１級満点合格 】
 滝澤直弥（惣門珠算ステップアップ教室）
【 2025年全国あんざんコンクール100位入賞者 】
 小学校4年生の部＝ 97位：槙孝佳（ニコニコそろばん教室）
 中学校3年生の部＝ 18位：山内勇和（ニコニコそろばん教室）
 一般の部Ⅱ＝ 16位：能登のり子（能登珠算塾）
  19位：前田秀子（秀明珠算塾）
  20位：木村祥啓（丸谷サポートスクール）

「暗算検定１級満点合格」・
「2025年全国あんざんコンクール100位入賞者」表彰式

新入会員紹介

新入会員をご紹介します（令和７年９月5日～令和７年12月18日）

I����������

（掲載同意の会員・情報のみ掲載/敬称略/順不同）

部会 事業所名 代表者名 業種

生活 大久保薬舗 大久保　和子 小売業（薬・たばこ）

食品 杉澤農園 杉澤　均和 種苗・長ネギ等の栽培・販売

食品 （株）藤田商店 藤田　和希 小売業（酒・食料品等）

理財 （有）クリスタルラボ 中野　辰彦 不動産賃貸業他

理財 （有）総合保険センター 小比類巻　大晃 保険代理店

工業 （同）TYエンジニアリング 四ッ役　達也 配管工・船舶修理業

建設 （株）アイ．テック青森支店 森　敏巳 一般鋼材の加工・軽量形鋼の製造販売他

観光 居酒屋　和華 上野　学 飲食業

観光 （同）Estrella 林　浩幸 ラーメン店経営

観光 （株）フードコミュニケーション なぎさ　なおこ 料理教室・カフェ・キッチンスタジオ他

観光 FromOne'sHeart（株） 髙島　優 ホテルの所有・運営管理他

観光 PALE 髙力　忠博 美容室

情報 （株）江陽ファーマシー 黒島　弘康 調剤薬局経営

　12月19日、第442回常議員会・第290回議員総会を開催し、顧問・相談役、
参与の委嘱について審議・了承されました。また、組織運営委員会の設置に
伴う委員会規約の一部改正並びに委員長・副委員長・委員の委嘱について
説明がなされ承認されました。
　報告事項としては、第31期部会役員選任結果や、令和８年度当所要望事項に
対する八戸市からの回答について報告されました。この中で新規に要望した
「事業承継に係る支援体制の構築と補助金の創設」、「国道340 号三日町・
十三日町区間の早期再整備」、「地域経済の好循環実現に向けた販路拡大・海外
展開支援の継続・強化」、「八戸三社大祭の運行に係る道路環境の整備」等の
他、継続要望についても、誠意、推進していく旨が報告されました。
　その他、新たな取り組みとして「会員企業の製品・サービスPRタイム」を会議
の中で設けていくことが説明されました。また、国スポ・障スポ八戸市開催へ向
けた当所の対応として、告知物の制作や協賛品について説明されました。
　新たに委嘱された相談役の方々は次の通り。

荒 谷　徳 安 氏（前常議員） 寺 沢　政 男 氏（前常議員）
田 中　健 二 氏（前常議員） 吉 田　誠 夫 氏（元副会頭）

常議員会・議員総会

第442回常議員会・第290回議員総会を開催

R�����

満点合格・あんざんコンクール 表彰式
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　12月８日、八戸商工会館において、八戸鉄工連合会労働災害防止対策協議会
ほか鉄工関連４団体共催による年末年始無災害総決起大会が開催され、29名
が参加しました。
　大会では、八戸労働基準監督署の安全衛生課長より、最近の労働災害の発生
状況について報告がありました。また、青森産業保健総合支援センター 産業保健
相談員の加藤正貴氏より「騒音性難聴防止対策について」として職業性難聴や
聴覚保護具の重要性等についてご講演いただきました。
　最後に、中央労働災害防止協会および八戸鉄工連合会労働災害防止対策
協議会の年末年始無災害運動標語の指差し呼称が行われ、参加者一同は年末
年始の無災害に向けて士気を高め合いました。

年末年始無災害総決起大会を開催
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ETC専用

八戸西スマートIC
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八戸市役所情報
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ディスカバリーコラム

八戸商工会議所WEBサイト 「ディスカバリーコラム」
2026年1月版

LOBO調査は全国各地商工会議所が参加する全国規模の早期景気観測調査です。

経営に役立つ情報や発見が満載です。

商工会議所LOBO調査

日本商工会議所LOBO調査公式 WEBサイト
2025年12月版

八戸市の漁業・水産加工業、建設業、鉄鋼業、個人消費における最新動向をお伝えします。

青い森しんきん Report

八戸商工会議所WEBサイト 「青い森しんきんReport」
2025年11月版

経営に役立つコラムや調査データ、情報などを下記QRより
WEBサイト上でいつでも無料でご覧いただけます。

リクエスト（求人情報提供依頼）の申込方法と注意点

ハローワーク八戸　〒031-0071 八戸市沼舘４丁目７-120
 ＴＥＬ.０１７８－２２－８６０９
【当情報の問合担当】紹介第一部門 （41♯）　【求人募集受付担当】求人企画部門 （31♯）

お問い合わせ

求職者情報

問合
番号 希望職種

※資格呼称は警視庁運転免許試験一覧および厚生労働省の技能講習一覧などに準拠しています。

資格学歴 経験年数 希望賃金
（万円）

1

2

営業 営業員　約8年普、宅地建物取引士大学 25

3

看護師 専門 普（AT)、看護師

大学 普、英検２級

高校 普、大型、牽引
玉掛、小ク

高専 普、１級ボイラー技士

看護師　約２年 20

4

語学教師 語学教師　約１０年 27

5

荷物配達員 配送業　約２３年 30

化学製品製造
オペレーター 製造オペレーター　約１６年 20

ハローワーク八戸より提供の
求職者情報（抜粋）を掲載しています。

I����������

掲載求職者への連絡については、当所から貴事業所の「求人票（写）」を郵送する方法となりますので、リクエストを希望する場合は、現在

有効（公開）中の貴事業所の「求人番号」及び当求職者情報の「問合番号」の２つをお知らせ下さい。（求人票の提出なし・ハローワーク

の介在なしでの直接接触・交渉は出来ない仕組みです）なお、ご覧の時点ですでに就職決定済や職業訓練受講開始などの理由に

よって、求人情報の提供が出来ない場合もありますので、あらかじめご了承下さい。また、求人票の有効期限が切れている場合や求人票未提出

の場合は、先に求人票の提出が必要となりますので、まず求人受付窓口（求人企画部門）にご相談下さい。

　八戸西スマートICは、県内初のＥＴＣ専用のインターチェンジ
として、平成31年３月23日に開通し、これまで、累計約171万台
（令和７年３月31日現在）のご利用をいただいております。
　国土交通省の調査によると、大型車では、八戸北インター
工業団地や八戸総合卸センター、八戸第２臨海工業地帯など
から八戸西スマートICを経由して南方面へ向かう利用も多く
みられるようです。
　このスマートICを利用することにより、市街地の渋滞エリア
の回避や大型車の冬期の八戸ICへの登坂を回避することが
できるなど、定時性の確保や安全性の向上につながっています。
　皆様、ぜひご利用ください。

八戸西スマートICをご利用ください

定時性の確保 安全性の向上 心理的負担

八戸西スマートICを利用しよう！！

●八戸西スマートインターチェンジ地区協議会
 事務局：八戸市建設部道路建設課
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271
火

三八地区税務関係団体協議会／
税務懇談会

281
水

第１回組織運営委員会

281
水

生活文化商業部会／総会・研修会

102
火

青年部／役員会

32
火

八戸地区自衛隊協力会／
防衛講話と新年の集い191

月
情報・医療福祉部会／総会・研修会

191
月

観光サービス部会／総会・研修会

201
火

事業承継／定例個別相談会

261
月

理財部会／総会・研修会

281
水

水産業部会／総会

281
水

八戸鉄工連合会／新年会

291
木

建設業部会／総会・研修会

82
日

珠算検定（統一試験）

62
金

食品商業部会／総会・研修会

92
月

新春会員交歓会

122
木

運輸交通部会／総会
工業部会との合同研修会

172
火

日本公庫八戸中小友の会／新年定例会

222
日

日商簿記検定 2級～3級（統一試験）

122
木

工業部会／総会
運輸交通部会との合同研修会

172
火

事業承継／定例個別相談会

ポ
ン
ポ
ン

ポ
ン
ポ
ン

60歳を過ぎても
まだ働けるかしら・・・

働くヨロコビが働くヨロコビが
ここにある。ここにある。

ねえねえ！
私たちと一緒に
働かない？ 八戸市シルバー人材センター

☎0178-44-6448
八戸市類家４丁目３－１
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